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　市長から、令和元年度の決算議案１４件（一般会計、特別会計８件、公営企業会計５件）
が９月定例会に上程されました。
　市議会では、各常任委員会で９月２４日、２５日の２日間にわたり慎重に審査し、
１０月２日の本会議においてすべての決算を認定しました。

令和
元年度

都城市の令和元年度決算（普通会計）
歳入額

（入ってくるお金）

歳出額
（出て行くお金）

黒字額

平成３０年度末

令和元年度の
減少額

令和元年度末

常任委員会の審査の結果、本会議における各委員長報告の中で、
執行部に対し、次のような意見・要望を行いました。

　自治体の財政状況を判断する指標である、「財政力指数」は１に近いほど財源に余裕があるとされ、
前年度より０．００６ポイント増加し、０．５４１となっています。
　国が定める健全化判断比率４項目（※）のうち３項目については赤字ではないため算定されず、「実質
公債費比率」については５．２ポイントと国の基準の２５ポイントを大きく下回り、良好な数値といえます。
　これらの数値は、前年度と比較して概ね改善傾向にありますが、「経常収支比率」は９３．４％から
９５．５％と悪化しており、依然として硬直化した財政状況にあると言え、今後も改善の努力が求められます。
※　①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来負担比率の４項目

市債残高（普通会計・市の借金）

　総務委員会

　令和元年度は、台風や大雨等による災害対応
での時間外勤務が増加している状況にある。新型
コロナウイルス感染症感染拡大防止の対応も想定
し、各職場の業務量・時間外勤務等の実態、病気・
休職者等の把握や相談体制の強化、メンタルヘル
ス研修の充実など、職員の健康管理に努めると同
時に、本庁舎・各地区市民センター等の公共施設
を利用される市民の方々に対する、飛沫防止や３
密の防止などの健康管理にも十分配慮すること。

　平成３０年度決算審査の総務委員長報告でも要
望し、消防団施設については計画的に新しい施設
への更新が進んでいるが、未だに整備が不十分な
施設も見受けられることや、近年の台風や大雨等
による災害対応で消防団員の負担も増加している
状況にある。よって消防団詰所のみならず、市民
の避難先となる一次避難所や二次避難所の施設整
備は大変重要であるため、消防団詰所等の必要な
施設整備を含めた予算執行を検討していくこと。

職員等の健康管理について 消防団施設更新事業について

（万円未満は四捨五入）

※普通会計とは…一般会計に整備墓地特別会計を加えたもの

（万円未満は四捨五入）

１０３１億４１０３万円

２４億３３０４万円

１００７億　７９９万円

７２０億　３９８万円

７１３億３４４４万円

６億６９５４万円
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　建設委員会

　文教厚生委員会

　産業経済委員会

　計画的なメンテナンスを心がけ、故障が小さな
うちに早めに修繕を行ったり、修繕するにあたって
は、その修繕が耐用年数と見合ったものかどうか
を十分に吟味したりして、できるだけ修繕料は抑
えること。

　林業サイクルの中で遅れがある再造林等が進む
よう地域事業者の意向を汲み取り、アイデアを出
しながら早急に事業化し基金活用を図ること。

　都城島津邸は、国宝・重要文化財を適切に保存
展示できる公開承認施設である。周知方法の在り
方を検討し入館料も増やして歳入、歳出の差を縮
めること。

　調査体制の強化など有効な方法を検討し、引き
続き、事業の早期完了に向け取り組むこと。

施設・設備の修繕料について

元気な森づくり基金について

都城島津邸について

地籍調査事業について

　建築、土木、電気など専門的な知識が必要な分
野では、部や課の壁を取り払い、もっとオープン
に情報を共有しながら事業内容を精査し、正確な
見通しを持って事業を実施すること。

執行残の問題について

　不登校の原因は複合的で多岐にわたるため、現
状のままでは十分な対応ができなくなってくること
が予想される。適応指導教室の物的・人的な環境、
考え方などを再度検討すること。

　公営住宅等長寿命化計画に基づく長寿命化に加
え、社会環境の変化等に応じた適正な施設数を検
討しつつ、建替え検討の際は、立地適正化計画等
を踏まえた集約等も視野に入れ、維持管理運営費
の縮減を図ること。

　老朽化した配水管等の水道施設の整備と耐震化
を推進すること。

　本管との接続率の向上を図り、財政運営の健全
化と、将来的な受益者負担軽減を図ること。

不登校児童生徒
適応指導教室について

公営住宅の維持管理・運営等
について

水道施設等の老朽化対策と
耐震化の推進について

公共下水道及び
農業集落排水事業について

予算は適正に
使われている？

来年度に
きちんと生かせる？

？
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中
学
校
読
書
活
動
推
進
事
業

の
成
果
は
？

　

学
校
図
書
館
の
整
備
が
進
ん

だ
こ
と
な
ど
で
学
校
図
書
館
へ
来

館
す
る
生
徒
が
増
え
、
図
書
の
平

均
貸
出
冊
数
の
増
加
が
み
ら
れ
た
。

　

学
校
の
図
書
室
へ
の
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
整
備
に
つ
い
て
行
う
予
定
は

な
い
の
か
、
新
し
い
パ
ソ
コ
ン
の

配
置
が
で
き
な
い
の
か
。

　

学
校
の
図
書
室
用
に
校
内
Ｌ

Ａ
Ｎ
に
対
応
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を

配
置
す
る
場
合
は
、
各
学
校
の
判

断
で
配
当
さ
れ
た
予
算
内
で
購
入

す
る
。
学
校
図
書
館
の
校
内
Ｌ
Ａ

Ｎ
整
備
は
本
年
度
中
に
整
備
を
完

了
す
る
予
定
。

　

中
学
校
へ
の
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
の
配
置
の
予
定
は
？

　

中
学
校
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー

の
配
置
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き

た
い
。

　

中
学
生
の
学
習
意
欲
を
保
証

す
る
た
め
に
、
隣
接
し
て
い
る
小

中
学
校
で
の
兼
務
等
工
夫
し
て
図

書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
配
置
を
提
案
し

た
。

★
10
億
円
も
の
補
正
予
算
を
組

　

ん
だ
事
業
に
つ
い
て
臨
時
議

　

会
を
招
集
し
な
か
っ
た
理
由

中学校にもゆたかな読書環境をつくろう

　

地
球
温
暖
化
は
近
年
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
や
猛
暑
な
ど
の
世
界
的
な

異
常
気
象
の
原
因
と
も
考
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ま
ま
温
暖
化
が
進

め
ば
、
地
球
環
境
の
危
機
、
経
済

社
会
活
動
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
。
本
市
の
地
球
温
暖
化

へ
の
対
応
は
？ 

　

市
役
所
を
対
象
と
し
た
省
エ

ネ
改
修
な
ど
に
よ
り
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
削
減
に
取
り
組
む
ほ

か
、
市
民
、
事
業
者
へ
の
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　

現
在
の
状
況
は「
気
候
変
動
」

で
は
な
く
「
気
候
危
機
」
と
捉
え

る
べ
き
状
態
。
他
自
治
体
の
よ
う

に
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
を
出

し
、
危
機
感
を
市
民
と
共
有
し
て

い
く
必
要
は
な
い
か
？

　

今
後
「
気
候
変
動
」
に
対
す

る
対
策
を
検
討
す
る
な
か
で
議
論

し
て
い
き
た
い
。

　
「
気
候
非
常
事
態
宣
言
」
に

代
わ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
は
？

　

省
エ
ネ
改
修
、省
エ
ネ
診
断
、

セ
ミ
ナ
ー
等
の
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。

★
災
害
対
応
に
つ
い
て

地球温暖化防止の取り組みについて

　

市
民
か
ら
の
民
有
地
間
の
境

界
に
関
す
る
相
談
等
に
つ
い
て

　

隣
接
地
と
の
境
界
問
題
、
相

続
や
売
買
で
取
得
し
た
不
動
産
が

図
面
と
一
致
し
な
い
相
談
が
あ

る
。

　

市
道
と
民
有
地
や
民
有
地
間

の
境
界
問
題
の
対
策
等
に
つ
い
て

　

市
道
と
民
有
地
の
境
界
査
定

の
結
果
で
図
面
と
現
地
が
一
致
し

な
い
境
界
問
題
が
生
じ
た
際
は
、

民
有
地
の
所
有
者
と
協
議
し
て
問

題
解
決
に
努
め
る
。
民
有
地
間
の

境
界
問
題
へ
の
対
策
は
、
個
人
で

土
地
の
権
利
関
係
や
地
積
測
量
図

の
有
無
、
隣
接
す
る
土
地
と
の
境

界
の
確
認
等
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
の
里
道
の
有
効
活
用

は
。

　

隣
接
す
る
民
有
地
と
の
一
体

的
な
利
用
を
目
的
と
し
た
住
宅
開

発
等
に
伴
う
払
い
下
げ
を
行
う
。

　

本
市
の
「
お
く
や
み
窓
口
」

に
相
続
に
関
す
る
相
談
件
数
は
。

　

相
続
の
相
談
を
受
け
た
件
数

は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
相
続
の

相
談
を
受
け
た
場
合
は
、
庁
内
関

係
各
課
及
び
法
務
局
等
の
関
係
機

関
と
連
携
を
取
り
対
応
し
て
円
滑

な
相
続
の
サ
ポ
ー
ト
に
努
め
る
。

市民の財産管理（土地の境界・相続登記）は

日本共産党都城市議団
森 りえ

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
広瀬 功三

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
上坂 月夫

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

１．議員が市長などに対し、市の政策や各事業などに
　　ついて、その方針や市の見解などを問うことです。
２．申し合わせにより、議長・副議長・監査委員は
　　一般質問を行いません。

※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。
　質問した順に掲載しています。

一般質問の詳しい内容をお知りになりたい場合は、QR コードを
読み取って録画映像をご覧いただくか、インターネットや図書館、
地区公民館などで会議録をご覧ください。

一般質問について
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令
和
２
年
度
成
人
式
の
対
象

と
な
る
新
成
人
の
人
数
は
。

　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ
ま
で
の

本
市
在
住
及
び
出
身
者
で
、
約

２
千
名
程
度
で
あ
る
。

　

令
和
２
年
度
成
人
式
開
催
に

つ
い
て
市
の
方
針
を
伺
う
。

　

一
生
に
一
度
の
人
生
の
大
き

な
節
目
で
あ
り
非
常
に
重
要
な
行

事
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
今

後
の
見
通
し
に
鑑
み
、
総
合
的
に

判
断
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
域

や
実
行
委
員
会
の
意
思
に
反
し
て

市
の
考
え
を
押
し
付
け
る
こ
と
は

な
い
考
え
で
あ
る
。

　

開
催
の
判
断
基
準
は
。

　

市
、
近
隣
地
区
の
感
染
状
況

や
、
国
内
の
感
染
の
推
移
、
感
染

流
行
地
域
等
、
様
々
な
要
因
を
総

合
的
に
勘
案
し
是
非
を
判
断
す

る
。

　

成
人
式
が
中
止
の
場
合
、
経

済
的
ダ
メ
ー
ジ
も
大
き
い
。
十
分

な
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
開
催
を

一
日
も
早
く
表
明
し
て
欲
し
い
。

★
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

★
都
城
デ
ン
タ
ル
コ
ア
カ
レ
ッ
ジ

令和２年度も成人式の開催を

防
災
対
策
に
つ
い
て

　

市
内
の
主
要
河
川
を
含
め
た

堆
積
土
砂
撤
去
は
出
来
な
い
か
。

　

市
管
理
の
河
川
の
苦
情
多
い

所
は
、
現
地
調
査
を
実
施
。
国
県

の
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
今
年
度

６
个
所
の
河
川
で
浚
渫
を
予
定
し

て
い
る
。

　

避
難
所
を
新
し
く
な
っ
た
地

区
公
民
館
に
変
更
は
出
来
る
の

か
。

　

変
更
す
る
場
合
は
、
都
城
市

防
災
会
議
で
決
定
す
る
。

　

避
難
所
へ
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

や
間
仕
切
り
の
配
置
は
ど
う
か
。

　

簡
易
ア
ル
ミ
ベ
ッ
ド
や
ア
ル

ミ
マ
ッ
ト
で
対
応
。
間
仕
切
り
に

は
屋
内
型
簡
易
テ
ン
ト
を
３
５
１

個
備
蓄
し
対
応
。

地
方
再
生
臨
時
交
付
の
活
用

　

内
閣
府
よ
り
新
生
児
へ
給
付

対
応
も
可
能
と
通
知
さ
れ
て
い
る

が
、
市
で
は
ど
う
か
。

　

市
独
自
の
対
象
者
拡
大
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
新
生
児
や
妊

産
婦
の
皆
様
を
含
め
た
支
援
の
充

実
に
努
め
る
。

★
教
育
環
境
整
備
、
体
育
館
へ
の

　

エ
ア
コ
ン
設
置
等
に
つ
い
て

安全・安心の為の防災等を含めた市政運営！

　

小
・
中
学
校
の
修
学
旅
行
の

計
画
状
況
は
。

　

小
学
校
は
、
県
内
34
校
、
県

外
で
検
討
中
が
２
校
。中
学
校
は
、

県
内
１
校
、
県
外
10
校
、
検
討
中

４
校
、
来
年
度
へ
の
延
期
が
４
校

で
あ
る
。

　

今
年
度
の
実
施
が
無
理
で
あ

れ
ば
、
中
学
校
は
、
中
止
に
す
る

こ
と
な
く
来
年
度
に
延
期
す
る
よ

う
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

都
城
市
へ
の
受
入
状
況
は
。

　

１
団
体
が
予
約
し
て
い
る
。

　

補
助
金
等
は
あ
る
の
か
。

　

修
学
旅
行
を
対
象
と
し
た
補

助
事
業
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　

県
内
で
は
３
自
治
体
で
、
教

育
旅
行
に
関
す
る
補
助
制
度
が
あ

る
。
都
城
市
に
も
、
平
和
学
習
・

歴
史
学
習
を
学
べ
る
場
は
あ
る
た

め
、
教
育
旅
行
誘
致
に
向
け
て
、

都
城
市
を
Ｐ
Ｒ
し
、
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

行きたいよね、修学旅行

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
で
の
本
市
の
影
響
に
つ
い
て

　

二
〇
二
六
年
開
催
予
定
、
国
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
延
期
に
つ
い
て
、

県
陸
上
競
技
場
を
含
む
山
之
口
運

動
公
園
整
備
事
業
の
一
年
ご
と
の

計
画
に
変
更
が
生
じ
な
い
の
か
。

　

今
年
度
か
ら
、
体
育
館
を
除

く
既
存
の
公
園
施
設
を
全
て
解
体

し
本
格
的
な
工
事
に
着
手
、
計
画

通
り
に
整
備
を
進
め
、
現
時
点
で

は
整
備
計
画
に
変
更
は
生
じ
な

い
。

　

感
染
症
で
の
畜
産
物
へ
の
影

響
に
よ
る
肥
育
農
家
へ
の
影
響
を

受
け
六
月
議
会
で
補
正
予
算
を
計

上
し
た
肥
育
牛
経
営
安
定
支
援
事

業
は
継
続
し
な
い
の
か
。

　

負
担
金
を
支
払
っ
た
対
象
牛

が
出
荷
さ
れ
る
八
月
頃
ま
で
対

象
。
九
月
以
降
に
出
荷
さ
れ
る
牛

に
つ
い
て
は
納
付
が
猶
予
さ
れ
て

い
る
事
か
ら
本
事
業
の
対
象
外
と

な
る
。

　

牛
マ
ル
キ
ン
農
家
負
担
の
免

除
継
続
は
で
き
な
い
の
か
。

　

農
林
水
産
省
が
農
家
負
担
金

の
納
付
を
十
月
以
降
も
免
除
す
る

と
報
道
さ
れ
て
お
り
免
除
期
間
等

の
情
報
は
現
在
、不
透
明
で
あ
る
。

新型コロナウイルス感染症での本市の影響

自民創生
中村 千佐江

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

公明
大浦 さとる

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

一心会
岩元 弘樹

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
迫間 輝昭

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
の
将
来
性

に
つ
い
て

　

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場
だ
け
の
利

用
料
収
入
で
は
賄
い
き
れ
な
い
。

引
き
続
き
指
定
管
理
者
と
連
携

し
、
誘
致
客
企
画
や
Ｐ
Ｒ
に
努
め

更
な
る
利
用
客
増
を
図
る
。

　

高
城
観
音
池
公
園
全
体
の
将

来
像
に
つ
い
て

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
、

温
泉
施
設
、
キ
ャ
ン
プ
場
等
を
観

光
施
設
と
し
て
市
内
外
の
方
々
に

利
用
さ
れ
る
適
正
な
公
園
管
理
や

誘
致
企
画
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
。

　

小
、
中
学
校
ト
イ
レ
の
蛇
口

自
動
セ
ン
サ
ー
蛇
口
改
修
は
。

　

校
舎
の
建
て
替
え
や
大
規
模

改
造
工
事
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
工

事
に
合
わ
せ
、
国
の
補
助
金
等
活

用
し
ト
イ
レ
自
動
セ
ン
サ
ー
蛇
口

に
設
置
を
進
め
る
。

　

在
宅
認
知
症
高
齢
者
等
へ
の

公
費
で
の
個
人
賠
償
責
任
保
険
加

入
に
つ
い
て

　

認
知
症
の
人
を
対
象
に
し
た

市
町
村
の
個
人
賠
償
保
険
加
入
は

承
知
し
て
い
る
が
、
市
は
公
費
で

の
保
険
加
入
は
予
定
し
て
い
な

い
。

高城観音池公園整備とふるさと納税の使い道

　

現
在
の
検
査
体
制
の
状
況
は
。

　

保
健
所
の
判
断
に
よ
る
「
行

政
検
査
」
と
医
師
の
判
断
に
よ
る

「
保
険
適
用
検
査
」
が
あ
る
。
保
険

適
用
検
査
は
、
市
内
で
１
日
最
大

14
件
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

市
独
自
の
検
査
体
制
確
立
は
。

　

市
独
自
に
実
施
す
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。
国
や
県
に
早
期

に
整
備
を
要
望
す
る
。

　

今
冬
に
備
え
ど
う
す
る
の
か
。

　

発
熱
等
の
際
は
必
ず
事
前
に

電
話
で
相
談
し
、
医
療
機
関
の
指

示
に
従
っ
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
。

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
・
保
育
・

教
育
等
に
関
わ
る
職
員
へ
の
定
期

的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
は
。

　

国
や
県
の
動
向
を
注
視
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受

け
、
３
割
以
上
の
収
入
減
少
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
へ
の
国
保
税
の
減

免
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。現
況
は
。

　

８
月
28
日
時
点
で
申
請
件
数

77
件
、
減
免
決
定
51
件
、
減
免
総

額
１
千
６
３
７
万
８
千
９
０
０

円
。

★
国
保
運
営
基
金
25
億
円
を
活
用

し
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
の
国
保

均
等
割
の
減
免
制
度
を
。

本市独自のＰＣＲ検査体制の確立を求める

　

旧
市
民
会
館
等
跡
地
の
活
用

計
画
に
つ
い
て
は
、Ｐ（
パ
ブ
リ
ッ

ク
）・
Ｐ
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
）・
Ｐ

（
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
の
公
私

協
力
方
式
を
採
用
し
て
、
建
て
替

え
時
期
が
来
る
中
央
公
民
館
（
姫

城
地
区
公
民
館
を
含
む
。）
等
市

民
が
幅
広
く
利
活
用
出
来
る
様
な

施
設
を
、
ま
た
裁
判
所
南
側
空
地

及
び
検
察
庁
跡
地
に
は
、
少
子
化

が
進
む
た
め
に
、
民
間
活
力
を
採

用
し
て
若
者
向
け
の
低
賃
料
の
マ

ン
シ
ョ
ン
形
式
で
の
活
用
等
、
計

画
を
進
め
る
時
で
は
な
い
か
。

　

民
間
活
力
も
活
用
し
、
地
元

の
意
見
も
聞
い
て
、
前
向
き
に
検

討
を
進
め
る
計
画
で
あ
る
。

　

失
業
・
雇
用
対
策
に
つ
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
失
業
者
が
増
加
傾
向
で
あ

る
た
め
に
、
農
林
業
が
見
直
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
職
業
訓
練
の
充

実
も
計
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。

　

各
業
種
で
、
失
業
・
雇
用
対

策
に
取
り
組
む
予
定
で
、
職
業
訓

練
に
も
よ
り
一
層
取
り
組
む
。

★
ポ
イ
捨
て
防
止
対
策
に
つ
い
て

旧市民会館等空地活用は公私協力方式採用で

　

自
治
公
民
館
が
管
理
し
て
い

る
防
犯
灯
に
対
し
、
市
は
ど
の
よ

う
な
補
助
を
出
し
て
い
る
の
か
。

　

防
犯
灯
設
置
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
新
設

工
事
、
電
気
料
金
、
災
害
復
旧
な

ど
に
補
助
金
を
出
し
て
い
る
。

　

防
犯
灯
の
数
だ
け
で
補
助
金

が
決
ま
る
と
公
民
館
加
入
者
の
人

数
が
少
な
い
地
区
で
は
、
一
人
当

た
り
の
負
担
が
増
え
る
の
で
は
？

　

加
入
者
数
と
防
犯
灯
数
の
違

い
で
差
が
生
じ
て
い
る
。

　

自
治
公
民
館
が
消
防
団
に
対

し
思
い
や
り
予
算
的
な
補
助
を
し

て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
。

　

助
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。

　

公
民
館
加
入
者
が
得
を
す
る

制
度
や
支
援
は
で
き
な
い
か
。

　

不
公
平
感
を
解
消
す
る
た
め

に
ど
ち
ら
か
一
方
の
利
益
に
な
る

制
度
は
市
と
し
て
は
難
し
い
。

　

市
は
公
民
館
加
入
者
を
応
援

し
て
い
る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

出
し
て
欲
し
い
。

★
家
庭
ご
み
の
処
理
問
題

★
小
中
学
校
の
ピ
ア
ノ
購
入
調
律

★
都
城
市
の
歴
史
研
究
の
継
続

地域の安心安全に自治公民館の力

太陽の会
永田 照明

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

日本共産党都城市議団
畑中 ゆう子

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
徳留 八郎

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

自民創生
別府 英樹

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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農
業
へ
の
影
響
と
今
後
の
支

援
策
に
つ
い
て 

　

分
野
に
よ
っ
て
影
響
が
大
き

か
っ
た
分
野
が
あ
る
一
方
さ
ほ
ど

影
響
を
受
け
な
か
っ
た
分
野
も
あ

る
。
野
菜
・
果
樹
全
般
・
牛
乳
・

豚
肉
・
鶏
肉
等
は
家
庭
消
費
の
増

加
で
補
い
大
き
な
影
響
は
な
い

が
、
牛
肉
の
高
級
部
位
に
つ
い
て

は
外
食
自
粛
を
受
け
大
幅
な
枝
肉

下
落
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
支

援
策
と
し
て
「
肥
育
牛
経
営
安
定

支
援
事
業
」
に
よ
り
対
象
農
家
に

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
る
が
、

今
後
も
感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る

た
め
、
状
況
把
握
に
努
め
、
必
要

な
対
策
が
あ
れ
ば
着
実
に
実
施
し

た
い
。

　

学
校
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
に
つ
い
て 

　

児
童
・
生
徒
１
人
１
台
端
末

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
実
施
の

可
能
性
は
高
ま
る
と
考
え
る
が
、

家
庭
に
お
け
る
通
信
環
境
や
端
末

の
管
理
及
び
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
ス
キ
ル
等
検
討
す
べ
き
課
題
が

多
い
。
ま
ず
は
学
校
授
業
で
１
人

１
台
端
末
の
活
用
を
推
進
し
、
そ

の
上
で
今
後
導
入
を
模
索
し
た

い
。

新型コロナウイルス感染症に関する諸問題

　

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
各

業
種
に
対
す
る
支
援
策
は
。

　

ふ
る
さ
と
応
援
券
発
行
や
プ

レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ
ル
商
品
券
発

行
事
業
な
ど
消
費
喚
起
策
に
よ
る

事
業
者
支
援
、
ま
た
雇
用
の
支
援

策
と
し
て
求
職
者
に
対
し
市
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
企
業
等
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
無
料
職
業
紹

介
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

各
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
取
り
組

み
は
。

　

各
種
団
体
等
の
判
断
で
開
催

さ
れ
る
大
会
に
つ
い
て
は
、
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
等
を
開
催
し
て
も
ら

う
よ
う
に
要
請
し
て
い
く
。

　

文
化
芸
術
面
の
イ
ベ
ン
ト
や

合
宿
に
対
し
て
の
方
針
は
。

　

イ
ベ
ン
ト
や
合
宿
に
つ
い
て

は
、
殆
ど
が
中
止
・
延
期
に
な
っ

て
お
り
、
感
染
防
止
対
策
を
万
全

に
講
じ
た
上
で
開
催
可
否
を
判
断

し
、
ま
た
合
宿
に
つ
い
て
も
粘
り

強
く
誘
致
を
行
っ
て
い
く
。

　

市
税
、
市
営
住
宅
家
賃
の
徴

収
猶
予
の
対
応
は
。

　

猶
予
申
請
の
相
談
に
は
親

切
、
丁
寧
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
て

い
る
。

コロナ禍による諸案件に対しての支援策を！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
指
定
管
理
者
へ
の
影
響

　

利
用
料
金
制
度
導
入
施
設
は

休
館
等
に
伴
う
利
用
者
の
減
少
が

直
接
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
の
う
ち
、
特
に

温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
６
月
の
利
用
料
金
収
入
が
過
去

３
年
間
の
平
均
と
比
較
し
て
55
％

の
減
収
と
な
っ
た
。

　

公
の
施
設
を
安
定
的
、
継
続
的

に
運
営
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
た
め
指
定
管
理
料
の
増
額

が
必
要
と
判
断
し
、
ま
た
、
指
定

管
理
者
か
ら
協
定
書
に
基
づ
く
申

し
出
で
指
定
管
理
料
の
増
額
を

行
っ
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
利
用
料
金

収
入
の
状
況
を
調
査
し
、
適
切
に

対
応
し
て
い
く
。

　

今
後
の
経
済
振
興
の
力
点
。

　

地
域
経
済
の
振
興
を
図
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
地
域
経
済
を
支

え
る
事
業
者
へ
の
支
援
を
進
め
る

と
と
も
に
、
地
域
の
中
で
効
率
的

に
経
済
を
回
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
視
点
に
な
る
。

★
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

コロナウイルス感染症とスポーツビジョン

　

が
ん
ば
ろ
う
都
城
！
ふ
る
さ

と
応
援
券
事
業
の
目
的
が
一
人

５
千
円
の
金
券
で
達
成
さ
れ
る
の

か
。

　

一
人
５
千
円
に
子
育
て
支
援

と
し
て
高
校
生
以
下
の
子
ど
も

に
、
５
千
円
を
加
え
て
、
生
活
支

援
と
し
た
。
総
額
約
10
億
円
と
な

り
、
15
億
円
ほ
ど
の
経
済
波
及
効

果
が
あ
る
。

　

何
故
、
臨
時
議
会
を
招
集
せ

ず
に
専
決
処
分
と
し
た
の
か
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す
る
た
め

に
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
が
大
切
で
あ

る
た
め
、
専
決
処
分
と
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
自
動
検
査
機
等
を
導

入
し
て
、
市
独
自
の
検
査
は
で
き

な
い
の
か
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
機
と
Ｌ
Ａ
Ｍ
Ｐ

法
の
機
器
を
一
台
ず
つ
導
入
予
定

で
あ
る
。

　

第
67
回
市
美
展
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開

催
と
な
っ
た
経
緯
を
問
う
。

　

作
品
搬
入
受
付
時
の
３
密
が

避
け
ら
れ
な
い
為
中
止
と
し
、
出

品
を
目
標
に
作
品
制
作
を
さ
れ
た

方
々
に
考
慮
し
、
発
表
の
機
会
を

設
け
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
と
し
た
。

★
水
道
事
業
に
つ
い
て

コロナ禍における本市の政策について！

進政会
長友 潤治

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

太陽の会
神脇 清照

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

社民
筒井 紀夫

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

一心会
黒木 優一

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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※その他の質問については、★印でタイトルだけ掲載しました。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
離
職
や

内
定
取
消
者
等
へ
の
対
応
は
？ 

　

市
の
臨
時
職
員
等
へ
の
採
用

は
な
い
が
、
企
業
等
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

　

新
卒
者
等
へ
の
地
元
採
用
の

取
り
組
み
は
？ 

　

オ
ン
ラ
イ
ン
企
業
説
明
会
や

近
隣
自
治
体
と
合
同
の
就
職
説
明

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　

影
響
の
大
き
い
ホ
テ
ル
業
界

や
タ
ク
シ
ー
業
界
等
へ
の
直
接
的

な
支
援
の
検
討
は
？ 

　

ホ
テ
ル
業
界
や
タ
ク
シ
ー
業

界
等
へ
の
直
接
的
な
支
援
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
な
い
が
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
や
が
ん
ば
ろ
う
都

城
！
応
援
券
の
利
用
促
進
を
市
民

に
お
願
い
し
た
い
。

　

こ
け
な
い
か
ら
だ
づ
く
り
講

座
や
民
生
委
員
等
へ
の
対
応
は
？

　

講
座
の
休
止
中
の
対
応
と
し

て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
作
成
や
民
生
委
員
へ

は
マ
ス
ク
等
の
配
布
を
実
施
し

た
。

　

医
療
機
関
や
介
護
施
設
、
職

員
等
へ
の
支
援
は
？

　

本
市
独
自
の
支
援
は
な
い

が
、宮
崎
県
の
支
援
事
業
が
あ
る
。

ウィズコロナ・アフターコロナを考えよう！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
情
報
が
迅
速
で
詳
細
開
示
と
な

る
様
、
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

　

今
後
も
迅
速
、
詳
細
な
開
示

を
県
に
求
め
て
い
く
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
い
つ
で
も
、

誰
で
も
、
何
回
で
も
受
け
ら
れ
る

体
制
を
県
に
求
め
る
べ
き
で
は
。

　

国
は
本
人
等
の
希
望
に
よ
る

検
査
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
と
し
て
い
る
の
で
国

や
県
に
要
望
し
て
い
く
。

　

小
・
中
学
校
で
の
戦
争
体
験

者
に
よ
る
講
演
の
状
況
と
課
題
は
。

　

令
和
元
年
度
は
小
学
校
19
校
、

中
学
校
９
校
で
す
。
課
題
は
、
語

り
部
の
高
齢
化
に
伴
い
、
子
ど
も

た
ち
が
直
接
、
戦
争
体
験
者
の
話

を
聞
く
機
会
が
減
っ
て
い
く
こ
と
。

　

都
城
大
空
襲
と
特
攻
隊
の
存

在
を
ど
の
よ
う
に
後
世
に
繋
ぐ
か
。

　

ま
ず
は
都
城
市
で
も
実
際
に

起
き
た
悲
惨
な
戦
争
に
つ
い
て
、

学
習
す
る
機
会
を
設
け
、
後
世
に

繋
げ
た
い
。

　

企
画
展
終
了
後
も
都
城
歴
史

資
料
館
に
常
設
展
示
さ
れ
な
い
か
。

　

常
設
展
示
の
中
に
、
空
襲
や

特
攻
隊
な
ど
の
関
連
し
た
実
物
資

料
を
展
示
す
る
計
画
で
あ
る
。

健康を守る取り組みと平和学習の取り組み

　

国
は
今
年
６
月
子
ど
も
の
貧

困
等
対
策
と
し
て
「
支
援
対
象
児

童
等
見
守
り
強
化
事
業
」
を
だ

し
「
こ
ど
も
宅
食
」
の
支
援
に
乗

り
出
し
た
。
こ
ど
も
宅
食
を
運
営

し
て
い
る
民
間
団
体
に
は
大
き
な

助
け
に
な
る
事
業
と
考
え
て
い
た

が
、
な
ぜ
事
業
申
請
を
見
送
っ
た

の
か
。

　

設
立
し
て
間
も
な
い
団
体
で

あ
り
、実
施
エ
リ
ア
が
限
定
的
で
、

訪
問
に
よ
る
子
ど
も
を
見
守
る
体

制
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
が
課
題
。
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
で
支
援
対
象
児
童
の

状
況
を
定
期
的
に
確
認
す
る
体
制

が
で
き
て
い
る
。

　

こ
ど
も
宅
食
を
成
熟
さ
せ
る

た
め
に
国
が
出
し
た
事
業
。
民
間

団
体
と
の
協
力
は
貧
困
に
よ
る
負

の
連
鎖
を
断
ち
切
る
に
は
絶
対
必

要
。
令
和
の
時
代
に
、
都
城
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
止
め
、

国
の
事
業
に
手
を
上
げ
る
か
、
市

独
自
の
支
援
を
早
急
に
行
う
べ
き
。

★
手
話
通
訳
付
き
市
長
動
画
配
信

★
コ
ロ
ナ
禍
の
イ
ベ
ン
ト
、屋
内
屋

　

外
ス
ポ
ー
ツ
活
動
方
針
の
策
定

★
高
齢
者
ご
み
出
し
支
援
事
業
化

こども宅食の支援はまったなし！

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
次
代
を
担

う
子
ど
も
達
や
親
の
心
に
異
変
が

起
き
て
い
る
。
人
間
は
、
幾
多
の

試
練
や
苦
難
を
乗
り
越
え
命
を
繋

い
で
き
た
。
教
育
が
担
う
生
き
る

知
恵
や
勇
気
、
支
え
合
い
の
人
間

力
育
成
。
子
ど
も
達
が
つ
く
る

「
家
庭
の
日
」
は
家
族
の
絆
づ
く

り
。
地
域
支
援
の
あ
い
さ
つ
運
動

や
読
み
聞
か
せ
、
朝
夕
の
見
守
り

活
動
を
機
能
さ
せ
感
謝
の
心
を
育

て
る
。

　

子
ど
も
達
に
よ
る
「
家
庭
の

日
づ
く
り
」
は
、校
長
会
で
啓
発
。

地
域
支
援
の
活
動
は
、
地
域
や
学

校
運
営
協
議
会
と
協
議
し
な
が
ら

判
断
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

★
『
市
民
や
地
域
』
の
声

○
公
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等 

　

高
齢
者
や
車
い
す
生
活
の
住
環

　

境
○
本
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る
放
送
事
業

○
山
林
の
早
期
の
国
土
調
査

○
木
材
搬
出
用
作
業
道
の
土
砂
災

　

害
や
植
林
を
考
え
た
指
導
と
対

　

策
○
町
が
賑
わ
い
、
宿
泊
業
や
飲
食

　

業
等
が
潤
う
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

　

対
策
」
と
県
内
外
か
ら
お
出
で

　

戴
く
宿
泊
観
光
の
取
り
組
み

コロナ禍で地域等が支える教育の取り組み

一心会
赤塚 隆志

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

公明
音堅 良一

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
川内 賢幸

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

無会派
小玉 忠宏

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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新
し
い
道
の
駅
の
キ
ッ
チ
ン

ス
タ
ジ
オ
で
６
次
化
商
品
の
開
発

が
で
き
る
の
か
？

　

試
作
品
の
製
造
に
対
応
で
き

る
施
設
を
予
定
し
て
い
る
。

　

道
の
駅
の
広
場
に
設
置
す
る

遊
具
の
規
模
は
ど
の
く
ら
い
か
？

　

木
製
遊
具
広
場
は
、
乳
幼
児

や
小
学
生
が
安
心
し
て
遊
べ
る
遊

具
を
設
置
す
る
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

広
場
は
、
子
供
た
ち
が
手
軽
に
体

を
動
か
せ
る
遊
具
を
設
置
し
、
イ

ベ
ン
ト
広
場
と
連
携
し
た
使
い
方

も
で
き
る
空
間
を
想
定
し
て
い

る
。

　

道
の
駅
の
近
隣
企
業
と
連
携

し
、
工
場
見
学
や
気
球
搭
乗
体
験

な
ど
は
で
き
な
い
の
か
？

　

議
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

「
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
」
と
の
連
携

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
関
係
機
関

等
と
協
議
を
行
っ
て
い
く
。

　

道
の
駅
に
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
の
か
？

　

景
観
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

道
の
駅
に
は
な
い
「
独
創
性
・
先

進
性
」
を
取
り
入
れ
た
施
設
と
な

る
よ
う
、
協
議
し
て
い
く
。

★
消
防
団
詰
所
の
エ
ア
コ
ン
設
置

道の駅のリニューアルとふるさと活性化

　

都
城
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

の
「
市
場
の
駅
」
オ
ー
プ
ン
予
定

と
今
後
の
運
営
方
針
を
伺
う
。

　

令
和
３
年
度
に
オ
ー
プ
ン
予

定
・
取
扱
高
は
減
少
し
て
い
る
が

公
設
市
場
と
し
て
運
営
す
る
考

え
。

　

本
市
の
新
た
な
森
林
管
理
制

度
の
取
組
を
伺
う
。

　

今
年
度
は
美
川
町
の
森
林
所

有
者
に
意
向
調
査
を
実
施
す
る
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
使
途

は
。

　

法
令
上
の
使
途
で
本
市
の
実

情
に
合
っ
た
施
策
に
取
組
み
、
又

「
コ
ン
テ
ナ
杉
苗
」
育
成
部
会
に

譲
与
税
の
使
途
を
本
市
の
実
情
に

合
っ
た
施
策
の
支
援
が
行
え
な
い

か
検
討
す
る
。

　

下
刈
の
軽
作
業
化
等
の
作
業

シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
取
組
に
支

援
策
の
考
え
は
な
い
の
か
伺
う
。

　

下
刈
作
業
軽
減
化
等
の
様
々

な
取
組
は
再
造
林
率
向
上
に
期
待

さ
れ
る
の
で
支
援
を
検
討
す
る
。

　

市
長
選
挙
が
無
投
票
の
場
合

に
よ
る
経
費
の
違
い
を
伺
う
。

　

約
５
，０
０
０
万
円
が
不
要

　

市
長
へ
農
業
後
継
者
等
支
援

事
業
の
見
直
し
を
提
言
し
た
。

公設卸売市場運営と再造林等支援

　
「
が
ん
ば
ろ
う
！
都
城
ふ
る

さ
と
」
応
援
券
に
つ
い
て

　

生
活
消
費
喚
起
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
市
民

に
一
律
五
千
円
の
商
品
券
及
び
高

校
生
以
下
に
は
更
に
五
千
円
を
上

乗
せ
す
る
。
ま
た
９
月
１
日
よ
り

「
ゆ
う
パ
ッ
ク
」
に
て
９
月
末
ま

で
に
は
全
世
帯
に
配
布
す
る
。

利
用
期
限
に
つ
い
て
は
令
和
３
年

２
月
28
日
ま
で
で
あ
る
。

　
「
都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

ス
マ
イ
ル
商
品
券
」
に
つ
い
て

　

消
費
喚
起
策
と
し
て
一
万
三

千
円
の
商
品
券
を
一
万
円
で
販
売

す
る
。
10
月
上
旬
に
各
家
庭
に
往

復
は
が
き
を
送
り
し
、
申
し
込
み

を
受
け
付
け
抽
選
す
る
予
定
。
抽

選
に
つ
い
て
は
申
込
数
が
発
行
数

10
万
セ
ッ
ト
を
超
え
る
場
合
は
、

申
し
込
み
を
い
た
だ
い
た
世
帯
に

必
ず
１
セ
ッ
ト
が
当
た
る
よ
う
に

あ
ら
か
じ
め
配
分
し
た
上
で
抽
選

を
行
う
予
定
。
利
用
期
限
に
つ
い

て
は
、
が
ん
ば
ろ
う
都
城
！
ふ
る

さ
と
応
援
券
と
同
様
の
令
和
３
年

２
月
28
日
ま
で
で
あ
る
。

がんばろう都城応援券・スマイル商品券について

　

西
岳
・
御
池
地
区
の
畜
産
ク

ラ
ス
タ
ー
事
業
の
誘
致
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
に
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
、
豚
舎
は
現
在
計
画

段
階
で
、
牛
舎
は
地
元
説
明
会
で

同
意
の
指
導
、
調
整
中
で
あ
る
。

　

外
国
人
労
働
者
及
び
技
能
実

習
生
の
導
入
状
況
に
つ
い
て

　

労
働
者
１
千
２
２
８
名
、
技

能
実
習
生
１
千
３
名
と
増
加
傾

向
。

　

上
長
飯
小
学
校
の
老
朽
化
し

た
管
理
棟
は
建
替
え
が
必
要
で
は
。

　

小
・
中
学
校
の
校
舎
建
替
え

は
、
老
朽
化
や
補
助
金
の
活
用
等

を
総
合
的
に
勘
案
し
て
進
め
る
。

　

窓
口
で
手
続
に
時
間
を
要
す

る
と
の
声
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

対
応
を
再
確
認
し
、
改
善
す

べ
き
点
は
改
善
し
て
い
く
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
な
い
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
今
後
の
検
討

に
加
え
、エ
ア
コ
ン
・
デ
ィ
ス
ポ
ー

ザ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
提
案
。

★
仕
事
を
す
る
上
で
の
８
つ
の
心 

　

得
と
は
。

★
都
城
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
は
哲
学
で

　

あ
り
経
営
、
仕
事
、
人
生
観
で

　

自
問
自
答
の
中
で
生
ま
れ
た
の

　

か
。

仕事・暮らし・人・まち・創造的改革の推進

進政会
山内 いっとく

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

進政会
荒神 稔

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

社民
福島 勝郎

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

自民創生
杉村 義秀

動
画
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
常
任
委
員
会
と
は
、
議
会
が
予
算
や
条
例
等
の
審
議
を
効
率
的
か
つ
詳
細
に
出
来
る
よ
う
に
、

担
当
部
局
ご
と
に
分
け
て
審
査
を
行
う
委
員
会
で
す
。

が
ん
ば
ろ
う
都
城
！

ふ
る
さ
と
応
援
券
事
業

●
概
要

　

生
活
及
び
地
域
経
済
の
回
復

に
対
し
、
本
市
独
自
の
取
り
組

み
が
緊
急
に
必
要
と
判
断
し
総
額

10
億
４
千
６
４
１
万
４
千
円
が
７

月
１
日
付
で
専
決
処
分
さ
れ
ま
し

た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

応
援
券
は
各
世
帯
に
郵
送
で

発
送
さ
れ
る
が
入
院
・
不
在
等
で

届
か
な
い
場
合
の
対
応
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

本
人
が
不
在
の
場
合
は
、
不

在
連
絡
票
を
入
れ
郵
便
局
で
預
か

る
。
そ
の
後
、
市
で
引
き
揚
げ
、

連
絡
を
取
る
な
ど
し
て
本
人
に
届

け
る
方
法
を
検
討
し
た
い
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
承
認

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付

ス
マ
イ
ル
商
品
券
発
行
事
業

●
概
要

　

都
城
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
ス
マ
イ

ル
商
品
券
発
行
事
業
に
要
す
る
経

費
と
し
て
県
か
ら
の
追
加
内
示
に

伴
う
必
要
経
費
が
増
額
さ
れ
ま
し

た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

事
業
の
概
要
は
。

　

購
入
申
込
は
が
き
は
10
月
上

旬
に
各
家
庭
に
送
付
す
る
。
10
月

小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生

及
び
中
学
２
、３
年
生
に
パ

ソ
コ
ン
を
配
置

●
概
要

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
事
業
と
し
て
、

６
月
補
正
予
算
に
続
き
、
す
べ
て

の
小
・
中
学
生
に
、
１
人
１
台
の

パ
ソ
コ
ン
を
配
置
す
る
た
め
の
備

品
購
入
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

教
職
員
の
研
修
計
画
は
。

　

ま
ず
管
理
職
を
対
象
に
行
い
、

市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
班
に
よ
る
啓
発
、

各
学
校
の
情
報
教
育
の
核
と
な
る

教
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
に
加

え
、
パ
ソ
コ
ン
の
納
入
業
者
か
ら

一
般
の
教
職
員
に
対
す
る
研
修
も

順
次
実
施
し
て
い
く
。

　

授
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
に
関
す
る
指
針
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

　

市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
研
究
班
が
、
調

査
研
究
し
て
得
た
成
果
等
を
学
校

へ
提
供
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

●
意
見
・
要
望

　

焦
ら
ず
慌
て
ず
授
業
で
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
を
進
め
る
こ
と
、
ま
た
、

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
力
を
丁
寧
に

し
っ
か
り
高
め
る
こ
と
を
要
望
し

ま
し
た
。

末
を
応
募
締
切
と
し
て
抽
選
を
行

い
、
当
選
者
に
購
入
引
換
券
を
送

付
す
る
。
商
品
券
は
10
万
セ
ッ
ト

を
上
限
と
し
、
申
し
込
ん
だ
世
帯

に
は
必
ず
１
セ
ッ
ト
当
た
る
よ
う

配
分
し
た
の
ち
、
余
っ
た
場
合
は

再
抽
選
を
検
討
し
た
い
。
な
お
、

11
月
中
旬
か
ら
引
換
券
で
購
入
で

き
る
よ
う
に
な
る
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

工
事
請
負
契
約
の
締
結

●
概
要

　

次
の
各
工
事
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
般
競
争
入
札
及
び
随
意

契
約
に
よ
り
落
札
さ
れ
、
各
企
業

体
等
と
の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の
で
す
。

○
都
城
市
汚
泥
再
生

　

処
理
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事

　

ク
ボ
タ
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

　

九
州
支
店

○
上
長
飯
一
万
城
地
区
体
育
館

　

移
転
新
築
工
事

　

都
北
・
須
賀
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

○
防
衛
国
第
１
号
都
城
駐
屯
地
周

　

辺
道
路
改
修
等（
鷹
尾
都
原
線
）

　

事
業
道
路
改
良（
３
工
区
）工
事

　

木
場
・
今
元
特
定
建
設
工
事

　

共
同
企
業
体

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

都
城
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
に
部
会
を
設
置

●
概
要

　

多
様
化
す
る
子
育
て
の
課
題
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
き
め
細
か
に
対

応
し
、
利
用
定
員
等
の
設
定
な
ど

の
専
門
的
な
事
項
に
つ
い
て
、
よ

り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ

て
会
議
を
更
に
充
実
し
た
も
の
と

す
る
た
め
、
条
例
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　

部
会
と
委
員
の
構
成
は
。

　

利
用
定
員
の
適
正
化
や
空
き

待
ち
児
童
の
解
消
等
に
つ
い
て
の

部
会
を
設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

　

委
員
の
構
成
は
、
同
会
議
の
委

員
か
ら
２
名
、
委
員
以
外
か
ら
10

名
を
想
定
し
て
い
る
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

●
意
見
・
要
望

　

委
員
の
選
定
に
は
、
教
育
・
保

育
施
設
で
の
教
育
に
深
く
関
わ
っ

て
い
る
人
を
委
員
に
選
定
す
る
こ

と
で
、
現
場
の
意
見
を
十
分
に
吸

い
上
げ
、
会
議
の
結
果
が
活
か
さ

れ
る
よ
う
執
行
部
と
の
連
携
を
密

に
し
、
都
城
市
の
子
ど
も
・
子
育

て
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
課
題
に

し
っ
か
り
取
り
組
む
よ
う
要
望
し

ま
し
た
。

委 員 会 ８議案を審査しました

６議案を審査しました

総 務

委 員 会文 厚教 生
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常
任
委
員
会
の
審
査
状
況
各
委
員
会
で
審
査
し
た
議
案
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

公
共
土
木
施
設
の
災
害
復

旧
事
業

●
概
要

　

今
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
被

害
に
よ
っ
て
被
災
し
た
道
路
等
の

公
共
土
木
施
設
を
復
旧
す
る
た
め

に
、
現
年
発
生
公
共
土
木
施
設
補

助
災
害
復
旧
事
業
に
お
い
て
、
工

事
請
負
費
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

被
災
を
受
け
た
公
共
土
木
施

設
等
の
状
況
は
。

　

被
災
箇
所
10
箇
所
中
、
道
路

被
災
が
４
箇
所
、
河
川
被
災
が
６

箇
所
で
あ
り
、
う
ち
河
川
被
災
は

市
が
管
理
す
る
普
通
河
川
に
お
い

て
被
災
し
た
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

水
道
事
業
会
計
未
処
分
利
益

剰
余
金
の
処
分

●
概
要

　

令
和
元
年
度
の
水
道
事
業
会
計

に
お
け
る
未
処
分
利
益
剰
余
金

４
億
７
千
５
６
９
万
６
千
１
８
２
円

の
う
ち
２
億
２
千
９
０
３
万
９
千

９
８
９
円
を
減
債
積
立
金
に
積

み
立
て
、２
億
４
千
６
６
５
万
６

千
１
９
３
円
を
組
入
資
本
金
に
加

え
る
も
の
で
す
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

御
池
簡
易
水
道
事
業
会
計
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

●
概
要

　

令
和
元
年
度
の
御
池
簡
易
水
道

事
業
会
計
に
お
け
る
未
処
分
利
益

剰
余
金
３
５
０
万
６
千
７
４
８
円

を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

●
概
要

　

令
和
元
年
度
の
農
業
集
落
排
水

事
業
会
計
に
お
け
る
未
処
分
利
益

剰
余
金
７
１
１
万
８
千
９
９
８
円

を
減
債
積
立
金
に
積
み
立
て
る
も

の
で
す
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

委 員 会 6議案を審査しました

４議案を審査しました

建 設

委 員 会産 経業 済
高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

条
例
を
廃
止

●
概
要

　

高
城
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

体
験
学
習
等
を
通
じ
て
地
域
交
流

を
図
り
、
産
業
や
観
光
の
振
興
及

び
活
性
化
を
目
的
と
し
て
設
置
さ

れ
ま
し
た
が
、
本
来
の
設
置
目
的

と
一
致
し
て
い
な
い
利
用
状
況

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
抜
本
的
に
検
討
し
た
結

果
、
公
の
施
設
と
し
て
の
用
途
を

廃
止
し
公
売
す
る
こ
と
と
し
た
た

め
、条
例
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

●
質
疑
・
答
弁

　

公
売
さ
れ
民
間
運
営
と
な
っ

た
後
の
観
光
案
内
等
の
指
定
管
理

業
務
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

譲
渡
後
は
体
験
教
室
及
び
観

光
案
内
は
無
く
な
る
が
、
観
光
案

内
に
つ
い
て
は
近
隣
の
観
音
池
公

園
等
に
お
い
て
行
え
る
と
考
え
て

い
る
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

有
害
鳥
獣
捕
獲
特
別
支
援

イ
ノ
シ
シ
も
対
象
に

●
概
要

　

シ
カ
及
び
イ
ノ
シ
シ
を
捕
獲
す

る
た
め
の
新
た
な
補
助
事
業
の
経

費
と
し
て
、
１
９
９
万
５
千
円
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●
質
疑
・
答
弁

　

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
頭
数
が
、

平
成
28
年
か
ら
減
少
に
転
じ
て
い

る
理
由
は
何
と
考
え
ら
れ
る
か
。

　

捕
獲
員
の
高
齢
化
、ま
た
は
、

捕
獲
活
動
の
効
果
に
よ
る
有
害
鳥

獣
の
減
少
と
い
う
要
因
も
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
今
後
も
要
因
の
分
析

に
努
め
て
い
き
た
い
。

●
審
査
結
果

　

全
会
一
致
で
可
決

●
意
見
・
要
望

　

現
在
行
っ
て
い
る
様
々
な
施
策

を
継
続
し
な
が
ら
、
今
後
も
被
害

地
域
の
関
係
者
と
連
携
し
、
有
害

鳥
獣
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を

し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、
生
息
域

の
把
握
、
捕
獲
等
に
よ
る
個
体
数

調
整
、
被
害
地
域
へ
の
説
明
会
及

び
狩
猟
免
許
取
得
の
推
進
等
、
総

合
的
な
観
点
か
ら
の
有
効
な
鳥
獣

害
対
策
に
努
め
る
よ
う
要
望
し
ま

し
た
。
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期間：9月2日〜10月2日

○：賛成した議員　　●：反対した議員　　※ 賛成討論、反対討論あり

賛否が 分 かれた議 案の表決 結果

  市長提出議案

赤
塚

隆
志

荒
神

稔

岩
元

弘
樹

榎
木

智
幸

大
浦

さ
と
る

音
堅

良
一

上
坂

月
夫

神
脇

清
照

川
内

賢
幸

黒
木

優
一

小
玉

忠
宏

迫
間

輝
昭

佐
藤

紀
子

杉
村

義
秀

筒
井

紀
夫

徳
留

八
郎

永
田

浩
一

中
田

悟

永
田

照
明

長
友

潤
治

中
村

千
佐
江

西
川

洋
史

畑
中

ゆ
う
子

広
瀬

功
三

福
島

勝
郎

別
府

英
樹

森

り
え

山
内
い
っ
と
く

江
内
谷

満
義

審
議
結
果

第100号 令和元年度都城市一般会計歳入
歳出決算の認定について　※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

議
長
職
の
た
め
表
決
に
参
加
し
な
い

認

定

第102号
令和元年度都城市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて　※

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○
認
　
定

議員提出議案

第5号 被災者生活再建支援法の改正を
求める意見書　※ ○ ● ○ ● ● ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ●

原
案
否
決

●上程された議案数・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・【市長提出議案36件、諮問6件、委員会提出議案1件、議員提出議案3件】
●全会一致で可決、承認、同意、認定した議案数・・・・・・【市長提出議案34件、諮問6件、委員会提出議案1件、議員提出議案2件】

令和2年9月定例会の審議内容について

賛否の分かれた議案での討論（主旨）

　国民健康保険運営基金は 27 億 736 万 4129 円で、
平成 30 年度より、1 億 2178 万 8000 円の増となって
いることや、国民健康保険税が所得の 2 割を超えている
ことを考えると、国保基金を使って国保を引き下げる必要
があったのではないかと思うため、反対する。

　前年度より職員数が６名減になり災害対応に不安が残る
ので正規職員を増やすことや、マイナンバーカードへの個
人情報の集中による漏洩への不安とセキュリティの見直し
の優先、農業振興策や若者の担い手増の対策が不十分で
あり、小規模農家への助成をすべき点から反対する。

　近年の自然災害の激甚化、広域化、長期化に伴う被災
者の国による支援の拡充が必要。

１　被災者生活再建支援金全体の最高額を５００万円まで
　　引き上げること。
２　国庫補助率を２分の１から３分の２に引き上げること。
３　被災した世帯の実情に応じた柔軟な対応を可能とする
　　こと。

●本市においては、被災しないための対策として、大岩田
　遊水地整備事業や防災の道としての都城志布志道路整
　備事業の早期完成が望まれるため反対する。
●被災者生活再建支援法については、一部法改正の見通
　しであり、損壊した住宅等の支援対象の拡大や遡っての
　適用を含め審議中であり、更に災害救助法の支援策活
　用も期待できることから改正案と類似の意見書を提出す
　ることには反対する。
●支援金全体の額を５００万円に引き上げるというが、50
　0 万円の根拠が示されていないことから、この意見書の
　提出には反対する。

　本市における財政状況は前年度と比較すると改善されて
いるが、財政構造は依然として硬直化しており、更には人
口減少に伴う国保加入者が減少しているため、将来を考え
た時に基金の取り崩しには反対であり、委員長報告通り認
定することに賛成する。

　市の財政状況は、前年度と比較しても概ね改善しており、
財政分析指標上も問題のない数値を示しているものが多
い。また、オンライン化の推進による窓口閉鎖や極端な職
員削減は考えにくく、市民の利便性向上が期待できるので
賛成する。

●近年の気象災害の激甚化により被災する家屋は必ず発
　生し、都城市も例外ではない。それら被災した家屋再建
　のためには公助としての経済的支援の充実が必要である
　ため、賛成する。
●被災者生活再建支援法による支援の対象は全壊と大規
　模半壊に限られており半壊への支援はない。支援金の上
　限を３００万円から５００万円に引き上げること、また、
　支援対象を拡大することで被災者の住宅再建に希望と
　展望を与えることになるので賛成する。

令和元年度都城市国民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定について

令和元年度都城市一般会計歳入歳出
決算の認定について

被災者生活再建支援法の改正を
求める意見書

賛　成　討　論

賛　成　討　論

賛　成　討　論

反　対　討　論

反　対　討　論 提　案　理　由

反　対　討　論
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市議会だより№27に対するご意見
をお聞かせください。

全会一致で可決された意見書

１．地方交付税について、引き続き財源の保障と調整の
　　両機能が適切に発揮できるよう総額を確保すること。
２．令和２年度に減収補填措置を講じるとともに、減収
　　補填債の対象となる税目についても、地方消費税を
　　含め弾力的に対応すること。　ほか 3 項目

１．教育環境改善のために、計画的な教職員定数改善を
　　推進すること。
２．教育の機会均等と水準の維持向上を図るため、義務
　　教育費国庫負担制度の負担割合を拡充すること。

１．ＰＣＲ検査等の体制と検査機器の増設及び関係資材
　　の供給、運営費への支援を拡充すること。
２．検査機関や医療機関の従事者への支援を充実するこ
　　と。

※意見書の詳しい内容をお知りになりたい方は、裏表紙の QR コードを
　読み取ってご覧ください。

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
地方財政の急激な悪化に対し

地方税財源の確保を求める意見書

委員会提出議案

議員提出議案
教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度2分の1復元をはかるための、
2021年度政府予算に係る意見書

ＰＣＲ検査等の拡充を求める意見書

政策提言への回答 その３

　昨年 12 月に市議会から提出した「政策提言書」に対する市からの回答のうち、今回は「子
育て支援」「外国人との共生社会の実現」「居住環境の整備」についての回答を紹介します。

子育て支援対策に関する提言 外国人との共生社会実現に関する提言

居住環境の整備（空き家等・市営住宅
跡地利用）に関する提言

回
答

回
答

回
答

回  

答

回
答

回
答

　「子育てガイド」と「ぐんぐんノート」は使用目的が異なるた
め一本化は困難です。また、現状でも関係機関との情報共有
はできていると考えます。

　タブレットや翻訳機の活用、多言語エキスパートの採
用等については、今後の外国人相談の状況を見ながら
検討します。

　今後、外国人市民が参加しや
すい場所、曜日や時間帯を設定
し実施していきます。

　市民向けのハロー市役所元気講座に「多文化共生社
会」を追加し、市民の理解を広めていきます。また、外
国人を雇用する企業と協力・連携を図り多文化共生社会
の実現に向けて取り組んでいきます。

　空家等の相続、管理、解体、活用等に関する民間事業者情
報を広報紙やホームページ等で提供していきたいと考えていま
す。また、民間事業者との連携について研究を進めていきます。

　市営住宅跡地については、有効活用又は処分を推進していま
す。なお、地下埋設物等により部分的に処分が困難な土地につ
いては、全部を用途廃止した際に利活用又は処分を検討します。

◆複数の窓口で相談情報を一本化できるよう、これまでの「ぐ
　んぐんノート」と「子育てガイド」をまとめ、保護者が記録
　できる「子育てファイル」を作成すること。

◆タブレットや翻訳機の活用、多言語エキスパートの採用
　を行うこと。

◆外国人向けの日本語講座、生活安
　全講座等を積極的に行うとともに
　市内各地で開催できる体制を構築
　すること。

◆市民に対し、多文化共生社会実現に資するあらゆる支
　援事業を行うこと。

◆空き家等が管理不全な状態にならないよう安全で安心して
　暮らせるまちづくり施策を推進すること。

◆市営住宅跡地は、利活用計画に基づき有効活用を図ること。
　利活用の見込みがない場合、売却等の早急な措置を講ずる
　こと。

みやこのじょう市議会だより　No.2713



令
和
２
年
1
1
月
1
3
日
発
行

発
行

／
都

城
市

議
会

　
 〒

885-8555    宮
崎

県
都

城
市

姫
城

町
6

街
区

2
1

号
　

T
E

L.0986 -23 -7869  FA
X

.0986 -25 -7879
み
や
こ
の
じ
ょ
う
 市
議
会
だ
よ
り

2020.11 N
o.27

本会議・委員会の傍聴

テレビ番組

8 8 5 8 7 9 0

P O S T  C A R D

都城市姫城町6街区21号

都城市役所 議会事務局 行

▲　

点
線
に
沿
っ
て
お
切
り
く
だ
さ
い

料金受取人払

651
差出有効期間
令和３年5月
31日まで

（切手不要）

都城局
承認

　議会だよりをご覧くださりありがとうございます。
　世界的に激震の走った 2020 年も残すところ１カ
月余りとなりました。都城市議会でも、6 月定例会で
は文書による質問にしたり、議会報告会や先進地への
視察研修を中止にしたり、例年通りの動きを変更せざ
るを得ない一年でした。9 月定例会は半年ぶりの一般
質問となり、23 名の議員が登壇し議論が交わされま
した。本号には、一般質問と令和元年度の決算審査等
について掲載しております。
　親しまれる誌面づくりを心掛けてまいりますので、
これからもご愛読をお願い申し上げます。

森　　りえ　　福島　勝郎　　神脇　清照　　筒井　紀夫

広瀬　功三　　赤塚　隆志　　中村千佐江　　岩元　弘樹

編 集 委 員

編 集 後 記

〒885-8555  宮崎県都城市姫城町6街区21号
TEL（0986）23-7869  FAX（0986）25-7879
E-mail:gikai@city.miyakonojo.miyazaki.jp
http://www.city.miyakonojo.miyazaki.jp

※ QR コードをスマートフォンのアプリで読み込むと各ページが開きます。

お知らせ

都城市議会
都城市ホームページ

ホームページ 意見書のページ フェイスブック

11月　27日　開会、本会議

12月 ４ 日　一般質問

　　 ７ 日　一般質問

　　 ８日　一般質問

　　 ９日　一般質問

　　10日　一般質問

　　11日　委員会審査

　　14日　委員会審査

　　16日　本会議、閉会

　本会議の模様を、ＢＴＶケーブル
テレビの１２１チャンネルで、中継
放送および録画放送（当日午後８時
～）を行っています。

　例年 8 月に実施しております議会報告会について市議
会だより等を通じて開催延期をお知らせしておりました
が、本年度は中止することといたしました。
　秋以降の開催も慎重に検討いたしましたが、新型コロ
ナウイルス感染症の終息がいまだ見えないことや　これ
からの季節はインフルエンザの流行なども重なることが
懸念されます。
　ご参加いただく皆様の安全を確保し、万全な環境での
開催は困難なことから、中止の判断をいたしました。
　皆様の健康を守る観点からなにとぞご理解賜りますよ
うお願い申し上げます。

令和 2 年度議会報告会
中止のお知らせ

※日程はあくまでも予定であり、都合により変更となる場合があります。

令和２年12月定例会開催予定

　開催日当日、
市役所５階の議会
事務局で受け付け

しています。

※感染症対策にご協
　力をお願いします。

　議会報告会は中止しますが、希望される団体様との十
分な打ち合わせを行って開催する予定です。
　希望される団体がありましたら、議会事務局までご連
絡ください。

やりませんか？
議員との意見交換会

テレビ番組


